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スイッチング円滑化タスクフォース（第１回） 議事概要 

 

日時  令和２年 11 月 26 日（木）14:00～14:50 

場所  オンライン会議による開催 

出席者 （１）構成員  

林 秀弥 主査、内田 真人 構成員、鳥越 真理子 構成員、 

長田 三紀 構成員、西村 暢史 構成員、横田 英明 構成員 

（以上、６名） 

（２）オブザーバー 

株式会社ＮＴＴドコモ  田畑 智也 経営企画部 料金企画室長 

ＫＤＤＩ株式会社    関田 賢太郎 相互接続部 部長 

渡邉 昭裕 相互接続部 ａｕ企画調整ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 

ソフトバンク株式会社  伊藤 健一郎 渉外本部 相互接続部 部長 

南川 英之 渉外本部 相互接続部 移動相互接続課 課長 

楽天モバイル株式会社  鴻池 庸一郎 執行役員 渉外部長 

塚本 直史 デバイスプラットフォーム部 部長 

小田 祐己 渉外部 副部長 

一般社団法人テレコムサービス協会 

佐々木 太志 MVNO 委員会運営分科会 主査 

金丸 二朗 MVNO 委員会運営分科会 副主査 

    (３)総務省 

竹内総合通信基盤局長、今川電気通信事業部長、大村事業政策課長、 

川野料金サービス課長、片桐消費者行政第一課長、鈴木番号企画室長、 

大内料金サービス課企画官、中島料金サービス課課長補佐、 

仲田料金サービス課課長補佐、水井番号企画室課長補佐 
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■議事概要 

 

■議事模様 

○ 開催要綱について 

（事務局より資料１－１に基づき説明） 

 

○ 検討課題について 

（事務局より資料１－２に基づき説明） 

 

【林主査】  御説明ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、各構成員の先生方から自己紹介を兼ねてコメントをいただけれ

ばと思います。恐れ入りますが、五十音順に御発言をお願いいたしたく、内田構成員、鳥

越構成員、長田構成員、西村構成員、横田構成員の順に御発言をお願いしたいと思います。 

 それでは、まず、内田先生からよろしくお願いいたします。 

【内田構成員】  早稲田大学の内田でございます。よろしくお願いいたします。 

 今回の検討、重要な事柄がたくさん含まれているように思いますけれども、私は技術の

観点からこの場に呼ばれているかと思いますので、特に技術的な将来性ですとか発展性、

あるいは、これまでの技術的な考え方との相性や整合性に気をつけながら議論していきた

いと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

【林主査】  ありがとうございました。 

 それでは、鳥越構成員、よろしくお願いいたします。 

【鳥越構成員】  ＮＲＩセキュアテクノロジーズというところでセキュリティコンサル

タントをしています、鳥越と申します。 

 最近は、デジタルサービスのリスクの特定や対応などの検討に、先行的に取り組んでい

ます。今回もオンライン化していくということで、海外ではｅＳＩＭを使っているという

○ 開催要綱について 

・ 事務局より、資料１－１について説明が行われた。 

○ 検討課題について 

・ 事務局より、資料１－２について説明が行われた後、質疑が行われた。 

○ 今後の進め方について 

・ 事務局より、資料１－３について説明が行われた。 
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ことで、ＳＩＭスワッピングというような事例が、結構幾つかサイバー攻撃で出ているの

で、そういうことが起きないような仕組みがきちんとつくれるのかというところで検討し

ていけたらと思っています。よろしくお願いします。 

【林主査】  ありがとうございました。 

 それでは、長田構成員、お願いいたします。 

【長田構成員】  長田でございます。よろしくお願いします。 

 競争環境のワーキングからずっと、研究会ですね、競争環境に関する研究会からずっと

この問題には取り組んできておりますけれども、幾つか気になることがあるので、それも

一緒に申し上げたいと思っています。 

 一つは、ＭＮＰのワンストップ化です。これ、重要事項の説明のところ、できるかどう

かという課題が上がっていますけれども、そもそもそのように難しく複雑な説明しなけれ

ばいけないようなサービスのほうを変えていただくというのが、もともとの研究会でも皆

の大きな願いだと思います。そこも含めて、解約してほかへ移るときに、とても難しい説

明が必要で、かつその後に何かリスクが起こることがあるということがないサービス設計

を、ぜひとも考えていっていただきたいと思っています。 

 もう一つは、研究会の中では全く出てこなかったので今回取り上げられているのが、キ

ャリアメールの持ち運びです。そこは、もう課題の整理の中にも書いてありますけれども、

そもそもコストが非常にかかるだろうということでずっと見送っているうちに、世の中が

キャリアメール以外のものを使う人が増えてきている中で、これを実現した場合のコスト

を誰が負担するのかは、すごく大きな課題だと思っています。そういう視点から参加させ

ていただきたいと思っています。よろしくお願いします。 

【林主査】  ありがとうございました。 

 それでは、西村構成員、よろしくお願いいたします。 

【西村構成員】  中央大学の西村でございます。 

 専門としましては、市場もしくは競争といったものと法律との関係を中心に研究をさせ

ていただいています。 

 今回のタスクフォースのテーマとして消費者のキャリア乗換えの円滑化と理解した場合、

まずは様々な制度、環境整備を整えようとしているものと理解しております。ただ環境整

備だけで、例えば乗換えが達成できるかは、まだ断言できるものではないかと思っており

まして、環境整備を支える諸事実を丁寧に確認し、利用者が実際に乗り換えるという動機
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や要因も同時に問われるのではないかと思っております。 

 ともかくも、様々な整備の導入がスムーズに行われるように、また乗換えが推進される

ためには、事業者間の公正な競争、それから消費者保護ルールは、検討をしなければいけ

ないものと考えておりますし、その旨申し上げていきたいと考えています。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

【林主査】  ありがとうございました。 

 それでは、横田構成員、お願いいたします。 

【横田構成員】  初めまして。ＭＭ総研の横田と申します。よろしくお願いします。 

 我々は、データに基づいた市場分析をなりわいとしておりまして、今回の件でも、いろ

いろルールを決めていく、もしくは判断をしていく中で、過去のバックデータですとかそ

ういったものが必要になるかと。そういったところで、我々、役に立てればと思っており

ます。 

 今回、ユーザーさんのキャリアを乗り換える際の円滑化が目的のタスクフォースだと思

っていて、今回出ている４つの論点を見ますと、海外のキャリアと比べてみると、少し日

本だけまだ残っているルールが散見されるかと思っております。こういったものもグロー

バルスタンダードに近づけつつ、消費者にとって最適なサービスを自由に選択できる、そ

ういった環境を整えられることに御協力させていただけたらと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

【林主査】  ありがとうございました。 

 それでは、一通り構成員の先生方から自己紹介を兼ねましてコメントをいただいたとこ

ろでございます。私も御挨拶を兼ねて一言申し上げたいと思います。 

 名古屋大学の林と申しまして、これまで電気通信市場における競争政策について研究し

てまいりました。 

 競争法の考え方に、能率競争という考え方がございます。英語で申しますとcompetition 

on the merits ということで、提供する商品役務の価格や品質を本意とした競争を実現し

ていくべきだというものでございまして、まさに公正競争の重要な構成要素とされてござ

います。本タスクフォースは、モバイル市場における能率競争、公正競争の在り方を討議

する重要な会議だと思っております。ユーザーや社会の関心も高い事項が扱われるのでは

ないかと思います。 

 その上で２点申し上げたいのは、１点目は、先ほど長田構成員もおっしゃった、消費者
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への普及、啓発のための課題でございます。例えば、ｅＳＩＭに関しても、活用のために

スマートフォンとかインターネットに関して一定の知識であるとかスキルが求められると

思いますし、先ほど御説明を聞いたところでは、オンラインで手続を始めるにはＱＲコー

ドを撮影してｅＳＩＭをダウンロードしたりといった操作が必要ですので、これは高齢者

などスマートフォンに慣れていない消費者が行うには、ややハードルが高いかという気が

いたします。ｅＳＩＭも含めまして、この点の改善が必要ではないかと思いますし、また、

顧客の利便性の向上には、顧客への分かりやすく適切な情報提供がセットで重要ですので、

この点も検討課題かと思います。 

 ２点目は、これも先ほど事務局の御説明にあった、事業者間ごとに対応にばらつきがあ

るということでございます。ＳＩＭロックの解除もそうだということでございますけれど

も、これも競争法の考え方ですが、競争制限的でない、ほかに代わり得る手段が存在する

にもかかわらず、より競争阻害的だと考えられる手段がとられているとすれば、かつ当該

手段が購入者にとって何ら利益がないとすれば、それは不合理ではないかと思います。Ｓ

ＩＭロックにしてもＭＮＰにしても、全事業者が共通の理解の下に、統一した対応が求め

られるのではないかと思ったところです。 

 先生方から一通りコメントをいただいたところでございますけれども、まだ５分ほどお

時間がございますので、追加で、冒頭の事務局の御説明であるとか、あるいは各構成員の

先生方のコメントを踏まえた御質問あるいは御意見、その他何でも何か御発言ございまし

たら、お願いできればと思います。いかがでしょうか。 

 よろしゅうございますか。 

 私の手元には、特に発言を希望の先生はおられないようでございます。事務局で何かご

ざいますか。よろしいでしょうか。 

【大内料金サービス課企画官】  特段御質問なければ、大丈夫です。 

【林主査】  ありがとうございます。 

 それでは、今日は初回でございますし、今後の検討課題を御説明いただくのがメインで

ございますので、もし何か後ほどお気づきの点等ございましたら、事務局にメール等でお

知らせいただくということでございまして、少し早いようでございますけれども、質疑応

答はこれで終わりにしたいと思います。 

 続きまして、今後の進め方につきまして、事務局より御説明をお願いいたします。 
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○ 今後の進め方について 

（事務局より資料１－３に基づき説明） 

 

【林主査】  ありがとうございました。 

 年度末にかけて集中的に討議されるということでございまして、先生方には御多用中の

ところお時間頂戴するかと思いますけれども、よろしく御予定のほどお願いいたします。 

 本日の議題は以上となりますけれども、最後に、次回会合につきまして、これも事務局

より御説明をお願いいたします。 

【中島料金サービス課課長補佐】  事務局でございます。 

 本日は御議論いただきまして、どうもありがとうございました。次回会合の詳細につき

ましては、別途事務局より御連絡を差し上げると共に、総務省のホームページに開催案内

を掲載いたします。以上よろしくお願いいたします。 

【林主査】  ありがとうございました。 

 それでは、先生方、よろしゅうございましょうか。 

 本日の議題は終了いたしましたので、本日の会合はこれにて閉会したいと思います。本

日は、どうもありがとうございました。  


